
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

境
内
の
国
旗
掲
揚
塔
に
、

「
国
旗
日
の
丸
」
の
か
わ
り
に
掲
げ
た
「
鯉
の
ぼ
り
」

が
、
五
月
の
青
空
に
薫
風
（
く
ん
ぷ
う
）
を
う
け
て

元
気
よ
く
泳
い
で
い
ま
す
。 
一
昨
日
の
五
日
は
、

「
立
夏
（
り
っ
か
）」、
私
共
の
装
束
（
し
ょ
う
ぞ
く
）

も
、「
衣
替
（
こ
ろ
も
が
え
）」、
夏
装
束
に
な
り
ま

し
た
。 

折
節
の
移
ろ
い
は
、
少
し
も
違
わ
ず
に
、

ゆ
っ
く
り
静
か
に
流
れ
て
い
ま
す
。 

 

◇
中
国
の
黄
河
（
こ
う
が
）
中
流
に
、
そ
の
名
も
「
竜

門
（
り
ゅ
う
も
ん
）」
と
い
う
険
所
（
け
ん
し
ょ
）

が
あ
り
ま
し
た
。 

後
漢
書
（
ご
か
ん
し
ょ
）
に
は
、

こ
の
竜
門
と
い
う
急
流
を
登
り
き
っ
た
「
鯉
」
は
、

竜
に
な
る
と
い
う
伝
承
が
し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。 

困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
を
突
破
す
れ
ば
立
身

出
世
が
出
来
る
、
そ
の
こ
と
を
「
登
竜
門
（
と
う
り

ゅ
う
も
ん
）」
と
い
う
の
は
、
こ
の
伝
承
に
も
と
づ

い
て
い
ま
す
。 

「
鯉
の
ぼ
り
」
は
、
お
子
様
の
健

や
か
な
成
長
と
立
身
出
世
を
願
っ
て
、
五
月
の
青
空

を
泳
い
で
い
る
の
で
す
。 

 

◇
さ
て
、
境
内
で
は
、「
つ
つ
じ
」
や
「
藤
」
の
花

も
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

詩
人
の
佐
藤
春
夫

さ
ん
は
、「
花
を
見
て
い
み
じ
と
思
う
心
あ
ら
ば
さ

て 

     

生
き
よ 

昨
日
今
日
よ
し
味
気
な
く
と
も
」
と
い
う

詩
を
残
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

「
花
を
見
て

美
し
い
と
思
う
心
が
あ
る
の
な
ら
、
た
と
え
、
昨
日

今
日
が
つ
ま
ら
な
く
て
も
、
生
き
て
い
こ
う
よ
」
と

い
う
意
味
で
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
時
に
も
、
そ
っ

と
背
中
を
お
し
て
く
れ
る
詩
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。 

相
田
み
つ
を
さ
ん
も
、「
美
し
い
と
思
う

あ
な
た
の
心
が
美
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。 

人
生
に
は
、
三
つ
の
坂
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

上
り

坂
、
下
り
坂
、
そ
し
て
、「
真
坂
（
ま
さ
か
）」、
そ

の
「
真
坂
」
の
時
こ
そ
が
「
登
竜
門
」
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
に
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
か
、「
ど
う
動

く
か
」
が
、
大
事
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
、
橘
曙
覧
（
た
ち
ば
な
の

あ
け
み
）
さ
ん
は
、「
楽
し
み
は 

朝
起
き
い
で
て 

き
の
う
ま
で 

な
か
り
し
花
の 

咲
け
る
み
る
と

き
」
と
い
う
和
歌
を
詠
（
よ
）
ま
れ
て
い
ま
す
。 

セ

ン
ス 

オ
ブ 

ワ
ン
ダ
ー
と
い
う
感
性
を
研
（
と
）

ぎ
澄
（
す
）
ま
し
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
、

人
生
を
楽
し
む
こ
と
も
神
社
神
道
の
大
事
な
信
仰

の
柱
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

◇
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司
プ
レ
ス
第
百
二
十
三

号
の
発
行
で
す
。 

毎
月
、
毎
月
が
、
遅
れ
の
累
積

を
取
り
戻
す
登
竜
門
で
す
が
、
先
月
は
、
ま
さ
か
（
真

坂
）
の
休
刊
、
発
行
が
出
来
ず
に
と
う
と
う
累
積
は
、

二
桁
（
ふ
た
け
た
）、
十
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

宮

司
プ
レ
ス
の
発
行
は
、
ま
さ
に
、「
下
り
坂
」
で
す
。 

 

◇
我
が
国
は
、
先
の
大
戦
で
国
破
れ
て
山
河
在
り
、

七
十
二
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

軍
国
主
義
か
ら
民
主

主
義
へ
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
枠
組
み
、
体
制
）
を
百
八
十

度
転
換
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

で
は
、
世
界
一
の
省
エ
ネ
国
家
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。 

日
本
人
は
、
危
機

に
直
面
し
、
そ
こ
を
登
竜
門
と
し
て
、
国
の
形
を
大

胆
に
変
え
て
乗
り
切
っ
て
き
た
の
で
す
。 

◇
大
正
時
代
に
駐
日
大
使
（
ち
ゅ
う
に
ち
た
い
し
）

を
つ
と
め
た
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
グ
ロ
ー
デ
ル
さ
ん

は
、「
大
津
波
、
台
風
、
火
山
の
噴
火
、
地
震
、
大

洪
水
な
ど
た
え
ず
何
か
の
大
災
害
に
さ
ら
さ
れ
た

日
本
は
、
地
球
上
の
他
の
ど
の
地
域
よ
り
も
危
険
な

国
で
あ
り
、
つ
ね
に
警
戒
を
怠
る
こ
と
の
で
き
な
い

国
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

実
は
、
現
在
、

日
本
は
、
大
震
災
時
代
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
そ
う

で
す
。 

平
成
に
な
っ
て
気
象
庁
が
命
名
し
た
大
地

震
は
十
四
回
、
こ
れ
ほ
ど
の
地
震
活
性
期
は
有
史
以

来
、
数
え
る
し
か
な
い
そ
う
で
あ
り
ま
す
。 

し
か

も
、
活
性
期
の
終
焉
（
し
ゅ
う
え
ん
）、
ピ
リ
オ
ド

は
、
首
都
直
下
地
震
と
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
な

の
だ
そ
う
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
大
自
然
は
、

時
に
は
恐
ろ
し
い
猛
威
（
も
う
い
）
を
振
る
い
ま
す

し
、
我
々
人
間
を
容
赦
（
よ
う
し
ゃ
）
な
く
苦
し
め
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ま
す
。 

し
か
し
、
私
た
ち
を
生
か
し
て
く
れ
て
い
る
の
も
、

ま
た
こ
の
大
自
然
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

「
大
量

生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
（
は
い
き
）」
の
現

代
社
会
、「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
か
ら
、「
あ
る
も
の

さ
が
し
」、「
成
長
社
会
」
か
ら
、「
成
熟
社
会
」
へ

舵
（
か
じ
）
を
切
り
、
あ
り
が
た
い
と
い
う
感
謝
の

心
と
、
お
か
げ
さ
ま
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
で
支
え

合
う
、「
共
生
社
会
」
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

◇
備
中
松
山
藩
（
び
っ
ち
ゅ
う
ま
つ
や
ま
は
ん
、
今

の
岡
山
県
高
梁
市
）
の
儒
学
者
で
あ
っ
た
山
田
方
谷

（
や
ま
だ 

ほ
う
こ
く
）
さ
ん
は
、「
至
誠
惻
怛
（
し

せ
い
そ
く
だ
つ
）」
が
大
切
で
あ
る
と
説
か
れ
ま
し

た
。 

人
に
は
、
他
の
方
々
の
悲
し
み
苦
し
み
を
慮

（
お
も
ん
ば
か
）
る
、
よ
く
よ
く
考
え
る
、
思
い
め

ぐ
ら
す
、
思
い
や
る
、
誠
の
心
が
大
事
だ
と
説
か
れ

た
の
で
す
。 

震
災
の
こ
と
、
神
も
仏
も
な
い
災
害

を
被
災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
、「
至
誠

惻
怛
」
の
心
こ
そ
、「
共
生
社
会
」
に
必
要
不
可
欠

で
、
こ
れ
か
ら
の
登
竜
門
の
心
掛
け
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ご
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

◇
三
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
三
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
三
月
十
日 

▼
南
風
泊
恵
比
須
神
社
例
祭 

＊
三
月
十
五
日 

▼
春
季
祖
霊
祭 

＊
三
月
二
十
日 

 

※
家
の
宗
旨
が
神
道
の
方
の
合
同
の
祖
霊
祭
、
終

了
後
、
宮
司
よ
り
記
念
講
演 

▼
朝
粥
会 

＊
三
月
二
十
日 

▼
呉
市
高
尾
神
社
敬
神
婦
人
会
正
式
参
拝 

 

＊
三
月
二
十
九
日 

 
 
 
 

 

 
 

◇
三
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
役
員
会
＊
三
月
十
三
日

◇
敬
神
婦
人
会
監
査
会
、
役
員
会
＊
三
月
十
四
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
三
月
例
会 

＊
三
月
十
五
日 

 
 

◇
神
道
会
総
会 

＊
三
月
二
十
日 
 
 

◇
神
道
会
会
員
へ
祖
霊
祭
の
粗
品
配
布 

 
 

◇
奉
納
と
こ
わ
か
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
世
話
人
会 

 
 
 

＊
三
月
二
十
五
日 

 
 

◇
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
三
役
会
＊
三
月
三
十
日

◇
維
蘇
志
会
監
査
会
、
役
員
会
＊
三
月
三
十
一
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
対
策
担
当
者
研
修
会 

＊
三
月
六
日
～
七
日 
於 

伊
勢
神
宮 

 

◇
山
口
県
神
社
庁
祈
年
祭
、
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
会
議 

＊
三
月
十
六
日 

◇
憲
法
改
正
研
修
会 

＊
三
月
十
八
日 

◇
山
口
県
敬
神
婦
人
連
合
会
内
野
副
会
長
葬
儀

参
列 

＊
三
月
十
九
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
神
宮
大
麻
頒
布
終

了
奉
告
祭
、
支
部
研
修
会
＊
三
月
二
十
七
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
祭
式
研
修
会
、
教
学
研
究
大

会 

＊
三
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
施
設
慰
問
（
梅
花

苑
、
陽
光
苑
） 

＊
三
月
二
十
七
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
教
化
講
師
会
講
演
講
師
養
成

研
修
会 

 

＊
三
月
二
十
九
日 

 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 

◇
集
合
教
誨
男
子 

＊
三
月
十
三
日 

◇
集
合
教
誨
女
子 

＊
三
月
二
十
七
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
三
月
八
日
、
二
十
二
日 

 
 

◇
理
事
会 

＊
三
月
二
十
二
日 

▼
そ
の
他 

 

◇
下
関
市
立
玄
洋
中
学
校
卒
業
式
＊
三
月
九
日 

 

◇
下
関
市
立
西
山
小
学
校
お
礼
の
会
に
出
席 

＊
三
月
十
日 

 
 

◇
下
関
市
立
西
山
小
学
校
卒
業
式
＊
三
月
十
七
日 


